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研究の動機 
テーマを決める際に、白銀比の存在を知って興味が
湧き、調べを進めていく中で白銀比は日本でしか使
われてないことを学び、どういう点で、白銀比の特徴
が日本人に適しているのか、実際に白銀比を好むの
か明らかにしたいと思ったから。 

はじめに 
〇黄金比 
・1:1.618（1:1+√5/2）で表せる比。 
・古代から現代にいたる世界の芸術品や建築物に見
られる。 
〇白銀比 
・1：1.414（1:√2）で表せる比。 
・古くから日本で使われている。 
・別名「大和比」 

 
　　　　　　　 

仮説 
・日本人の「もったいない」という精神が関係する点　　
で、白銀比は日本人に適している。(検証①) 
・日本人は今も変わらず白銀比を好む人が多い。　
(検証②) 

研究結果 
検証① 
白銀比の長方形　作図方法 
　①　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　③ 
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　→ 
 
　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　　　　④　　↓ 
　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　← 
 
 

検証② 
 
 
 
※上記は実験で使用した白銀比と黄金比の画像 
 下の表はどちらの画像が好きかのアンケートの結果 
  アンケートの実施日は2022,12,07～12,21 
 
 
 
 
 
 
 
これらの結果より，日本人は海外の建築物に対して 
白銀比，黄金比の好みに違いは無い。しかし，キャ
ラクターに対しては白銀比の方を好む人の割合が
多かった。 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先行研究 
中村　滋著の本、　「フィボナッチ数の小宇宙」には
２００１年に日本人を対象にどのような比の四角形が
好きかを調べた表が載っている。(下の図はグラフ化
したもの)このグラフより、最大のピークは1.43になっ
ていることがわかる。中村氏の本の中では言及されて
いないが、実は最も人気のある比、1.43というのは
「白銀比」と呼ばれる比ときわめて近い。 
つまり、このグラフは「日本人に、 
最も人気があるのは白銀比である」 
ことを証明している。

 

 

 

パルテノン
神殿

ネコ

白銀比 88人 120人

黄金比 80人 48人

考察
検証①より、木造建築物の材木を切り出す際に、使
える部分を最大にし無駄を省く点で、日本人の「もっ
たいない」という精神に適している。検証②より、対
象物によっては、日本人の中で白銀比を好む人が
圧倒的に多いとは限らない。
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